
l

a

l

l

-

噌

f
e

M2
 

1

i

l

l

l

1

1

1

1

 

1
1S羽山
'j

i

l

-

-

l

i

!

f

i

l

i

-

-

-

-

天

正

十

年

の 七 如附 Eを七

江一t月 主主 ( 天持。 者縄才111. 4訪l~l 扶 月
f曾廿 る l'同桜 'il: fT ・巴11.!. 持 八案正- 蒼ttJ. 島 IE 
に八 べが1; チlニ七正 之 す 日 文五 倉七十
、日 しと 月十 内五 o 0 参 益lミ泰 月年
そ o 0 い甚八 を 古iJi 十明吉五七

の 前 李 合 五 日 叫 田 J 一広三§日
守田 、 地 四 矛リ月 至 限

札利 古襲.，ヲー 百 家主森
等家十 依ー 、 日 洲

を陣 一 口 2 楼 1'<: ー
日曾中日f，l; 井 在者1;

れ よ 僚合計11 明明 1f りG Fl乞斤

5h l℃ 卸 利布 主E。・ 五 本年 領
、 もち 悶 さを に を

謝湖亦5i!. 羽 nT 一 、 六得・ 在主
す咋 rrp 家知 七 四 月?と 杉

。郡 ゆ鹿 行 五百 十る 8 
J 島在一 一 四 と

帯d品')J~ 指を 印 ヨ伝:。- 来主り主 の日はと 印

利:す 仇 地保

八 嗣多言

廿てを候七 |首i談開( 七安着全見陣原

官五考設五月 儀 l亡見忠 告2 月iiR姐 jl
日 ふす け兵は 5雑主 廿

o .叉れる一六街七 多 原八)猶札文

荷な はぱもケ日が .月一荒〈遍常〔成日=明守到 番

田廿 、 の 月に寛廿名 !腕陣仁子
利 ヤて同に相御永七土史職n 照 儀g 飛語

日目し注座十八林 坊 妨 頂
家をはて仕候回目撃を 悔戴郡
、 是戦 、f院。年 一 ー』

初 と闘 Ij 己太の夜に jj 謀長
咋す あ八と閤者:ーはーー 主主
Jt日ベ ら日 ぃ記 J-. 日七中H 井
きざにへ l亡 l亡の}~ハ 背

震にり之りはは戦と 廿日 利宙 銅
安し長。六→五係 国策

村・ な 木月石し日〈 十 一
の りるし h玄:廿動 、と 」L gま 疋宛 七
百 J ベ た 六 山 叉 し い 五ー
姓 〈る亦日の従 、 在 迭 ー

l亡七と合戦軍古へ *IJ 給{時
キ子 七よ)=.!御 者老ど
長 }~り設鹿は笠紀夫

七
ご
」
j

以
ν
舟
早
々
可
ν
越
候
。
品
一
払
刑
候
問
、
於
=延
引
一
者
可
ν
貫一
尚
一事
一
者
也
。

(
天
正
十
年

カ

)

(

前

回

)

，

六

月

二

十

七

日

利

家

在

印

穴
水
百
姓
中

(と

の
文
書
年
次
明
ら
か
な
ら
ざ
る
が
故
に
、
古
来
之
を
天

正
十
一
年
に
係
〈
る
も
の
あ
り
。
但
し
利
家
の
印
影
十
年
九

月
朔
日
・
十
月
十
日
・
十
月
十
九
日
附
の
も
の
と
同
じ
く
し

て
、
十
一
年
所
用
の
も
の
と
異
な
る
の
み
な
ら
や
、
石
動
山

連
迭
せ
し
む
。

【川
島
村
文
書
】

巴

上

(

塀

枝

)

(

直

カ

)

急
度
出
叩
泣
候
。
首
城
之
用
、
へ

い
は
し
ら
並
な
る
き
ら
せ
.共
地
之

風
一
京
都

(
と
の
文
書
も
前
掲
の
も
の
と
共
に
、
雨
降
太
閤
記
よ
り
採

り
た
る
も
の
な
る
べ
く
、
民
備
疑
ふ
べ
し
。
)

六
月
廿
七
日
。
前
回
利
家
、
鳳
至
郡
穴
水
の
百
姓
に
、

舟
を
出
し
て
鹿
島
郡
七
尾
開
城
の
用
に
供
す
る
木
材
を

イ定 |うだ

久 1'jF:

rm~ 1 ι 
玄~ I 十
若手'51
i投 l企E

一
七
四
八

〔
志

賀

文

書
】

須山川

一
七
五

O

白

(

郡

中

間

)

於
一
能
州
一
亡
父
孫
左
衛
門
尉
て
謙
信
被
司
一
兆
行
-
候
知
行
分
不
ν
可
ν

i

(

摘
五
郎
カ
〉

有
=
相
違
一
候
。
然
山
上
保
五
郎
方
一
三
廊
シ
、
別
而
可
ν
抽
=
奉
公
-
事
肝

要
一
二
骸
。
初
如
ν
件
。

穴
水
百
性
中

(
本
年
六
月
廿
七
日
の
依
参
照
。
)

七
用
七
日
。
上
杉
景

勝
、
島
倉
泰
忠
に
、
亡
父
泰
明
の

能
登
に
於
け
る
所
領
を
安
堵
せ
し
む
べ
き
を
約
す
。

で
可
=
参
着
一
候
。
若
無
沙
汰
せ
し
め
ば
可
v
露
-
一
助
事
一
候
也
。

。

天

王

十

年

カ

)

(

前

凶

)

七

月

三

日

利

家

夜

印

七
ご
入

合
織
を
十
年
七
月
陀
夜
り
と
せ
ば
、
戦
前
の
防
備
を
念
ぎ
た

る
も
の
た
り
と
思
は
る
J

七
月
三
日
。
前
田
利
家
、
鳳
至
郡
穴
水
の
百
姓
に
、
鍬

を
携
へ
て
七
尾
に
来
着
せ
し
む
D

【川
島
村
文
書
】

鳳
至
郡

一
七
四
九

.

(

姓

)

共
在
所
家
友
み
に
百
性
有
次
第
、
〈
2
を
も
た
せ
.来
五
日
七
尾
ま




